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   1 月の花  すいせん ＜自己愛＞ 
 

    
  すいせん     松       竹   

 
 うらじろ 

 

清らかな姿と芳香が仙人のようなの

で、水仙と名づけられた。 

 学名は、ナルキッスス。この花に姿を

変えたギリシャ神話の美青年ナルキッ

ススに由来。 

 

    プロモーション地区説明会 

日程が決まりました！ 
 

「臨床検査薬プロモーションガイドライン」に関わる情

報提供と(公務員)倫理規定を中心とした「綱紀粛正」啓

発活動として、日本臨床検査薬協会が開催する説明会に

協力してきましたが、その平成 20 年度第 2 回開催日程

が決まりました。 
 今後、前回と同様に地区担当理事を経由して地区・県

技師会へ連絡されます。 
 引き続き、綱紀粛正に取り組みましょう･･･ 
 

奈良の地酒「出世男」に惚れました 
 

奈良県橿原市の今井町は、国の“重要伝統的建造物群保存地区”に指定されており、昔なが 
らの街並みが保存されています。黒沢明監督の「七人の侍」で、中世の町が登場しますが、 
この今井町の環濠集落がモデルになったといわれています。そんな昔ながらの街並みの中に、 
国の重要文化財に指定され、江戸時代から続く歴史ある「出世男」の醸造元である河合家の 
蔵があります。昔ながらの味わいを今もなお造り続けているのです。 
河合家の玄関軒先に、かつて新酒ができたことの目印だったという大きな杉玉が吊り下げられております。これは

酒の神様として知られる奈良県桜井市にある三輪明神（大神＜おおみわ＞神社）からのもので、三輪明神は、三輪

山をご神体とし、杉を神木としていることから、杉の小枝を束ねて球状にしたものらしいです。 
先人達は杉玉の吊り下げられた河合家に立ち寄り新酒に舌鼓しながら四方山話に華を咲かせたのでしょう。 

今も昔も変わりなく客をもてなしてくれる、そんな粋な今井町の河合家に足を運び

たくなります。ソムリエの言葉を拝借するなら、歳月の流れを感じる芳醇で旨味が広

がるなめらかな口当たりとでも表現したら良いのでしょうか、とにかく一言｢うまい

酒｣なのです。そしてネーミングが「出世男」これまた縁起がよろしくて、活躍されて

いる方に贈りたいものです。強いて言わせてもらうと甘味をプラスした「出世女」が

あれば尚、嬉しい・・・・・・それはさて置き、丹精込めて造り上げられた酒には蔵 
元のこだわりが伝わってまいります。それが銘柄「出世男」に生かされている、そんな気が致します。 

                               津田 勝代＜天理よろづ相談所病院＞ 
 

近畿地区短信  
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